
す
。

　

中
身
の
ぐ
っ
と
詰
っ
た

関
西
支
部
総
会
は
あ
っ
と

い
う
間
に
楽
し
い
時
が
過

ぎ
去
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

中
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
2
月
26
日

　

本
校
講
堂
で
友
修
会
入

会
式
が
開
催
さ
れ
２
７
３
人

の
新
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
を
目
前
に
控
え
た
生
徒

た
ち
に
、新
山
会
長
か
ら「
今

年
、
本
校
創
立
百
周
年
を
迎

え
ま
す
。
母
校
を
支
援
す
る

目
的
で
友
修
会
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
77
年
が
経
ち
ま
し

た
。
会
員
数
も
2
万
5
千
人

を
超
え
ま
し
た
。
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
る
た
め
毎
年

6
月
に
総
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
卒
業
後
は
新
た
な
出

会
い
を
通
し
て
楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
困
っ

た
時
に
は
友
修
会
を
頼
っ
て

く
だ
さ
い
。
自
分
ら
し
く
未

来
へ
向
か
っ
て
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
洲
校
長
か
ら

「
友
修
会
へ
の
入
会
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
時

代
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
と

い
う
横
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
同
窓
会
と
い
う
縦
の
つ

な
が
り
の
中
で
新
た
な
出
会

い
を
通
じ
て
、
人
生
の
力
と

な
る
経
験
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
社
会
へ
羽
ば

た
い
て
い
く
皆
さ
ん
の
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
卒
業
生
を
代
表
し

て
柴
田
菜
々
穂
さ
ん
か
ら
、

「
3
年
間
の
学
生
生
活
で
多

く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
中
で
得
た
知
識
や
経
験
を

大
切
に
、
ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
そ
れ

ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
一
員

と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
未
来

を
築
い
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
の
年
は
コ
ロ
ナ
禍
制

限
の
多
い
学
生
生
活
で
し

た
。
そ
れ
に
負
け
ず
成
長
し

た
後
輩
た
ち
。
友
修
会
は
、

新
会
員
た
ち
の
成
長
を
喜
び

今
後
の
活
躍
を
見
守
り
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

６
年
ぶ
り
の
待
ち
に
待

っ
た
関
西
支
部
総
会
・
懇

親
会
を
２
０
２
４
年
秋
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
母
校
よ
り
大
洲

校
長
、
本
部
よ
り
新
山
会

長
、
江
藤
顧
問
、
元
役
員

同
期
の
藤
田
様
、
山
崎
様

に
も
出
席
い
た
だ
き
和
や

か
に
支
部
総
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

大
洲
校
長
の
ご
挨
拶
、

新
山
会
長
の
ご
祝
辞
に
続

き
、
昭
和
31
年
卒
業
御
年

87
歳
の
大
先
輩
か
ら
乾
杯

の
ご
発
声
。
背
筋
が
シ
ャ

キ
ッ
と
の
び
た
若
々
し
い

お
姿
に
出
席
者
一
同
も
び

っ
く
り
。
見
習
う
べ
き
生

き
方
で
し
た
。

　

６
年
も
の
長
い
ブ
ラ
ン

ク
で
し
た
が
、
皆
様
と
て

も
お
元
気
で
生
き
生
き
と

人
生
を
謳
歌
さ
れ
て
い
る

ご
様
子
に
力
強
い
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
洲
校
長
よ
り
母
校
の

近
況
と
２
０
２
７
年
よ
り

男
女
共
学
と
な
る
ご
報
告

に
皆
驚
愕
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
母
校

は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
総
会
へ
多
く
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
多

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
関
西
支
部
で
は
参
加

者
特
典
を
ご
用
意
致
し
て

お
り
ま
す
。
ご
参
加
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

　

総
会
に
先
立
ち
友
修
会

を
代
表
し
て
新
山
鈴
子
会

長
か
ら
「
来
年
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
母
校
で
す

が
、
昨
年
共
学
化
へ
向
け

て
有
識
者
会
議
が
開
か

れ
、
福
岡
女
子
高
校
の
歴

史
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
少

子
化
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
男
女

共
学
校
に
な
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。今
後
、

友
修
会
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
考
え
、
更

な
る
母
校
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

関
東
支
部
の
藤
田
弥
生

支
部
長
か
ら
、
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
支
部
総
会

の
様
子
を
交
え
て
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
洲
校
長
か
ら
は
、
在

校
生
の
活
動
状
況
を
報
告

さ
れ
、
令
和
９
年
度
よ
り

共
学
と
な
る
こ
と
が
議
会

で
決
定
し
、
そ
れ
に

伴
っ
て
新
た
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
友
修
会
か
ら
の

支
援
に
感
謝
し
て
い

ま
す
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
活
動
・

決
算
及
び
監
査
報
告

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
の
一
部
改
選

を
行
い
北
原
靖
子
さ
ん
が

会
計
監
査
か
ら
副
会
長
へ

異
動
、
後
任
と
し
て
原
田

真
奈
代
さ
ん
が
会
計
監
査

へ
選
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
卒
業
生
の

尾
野
流
風
さ
ん
よ
り
ブ
レ

イ
ク
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

踊
り
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
和
気
あ
い
あ
い

と
話
に
花
が
咲
き
、
最
後

ま
で
楽
し
ん
で
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
６
年
度

友
修
会
総
会

６
月
23
日（
日
）ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
で
令
和
６
年
度
総
会
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。昭
和
58
年
・
平
成
15
年
・
令
和
5
年
卒
年
次
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
１
２
７
人
に
出
席
い
た
だ
き
、賑
や
か
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

福岡銀行 野方支店
普通 690870
友修会 賛助金

【友修会 事務局】

賛助金
募集中

振込先

（寄付金）

関
西
支
部
総
会

友
修
会
入
会
式

新
た
な
絆
と
共
に
未
来
へ
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（単位：円）

費　目区分

収入

決算額 摘　要
15,054,382

0

644

15,055,026

0

15,055,026

一般会計より

定期利息 3/31(644円)

2024（令和6）年度へ繰越

前年度繰越金

繰 入 金

雑 収 入

収 入 計

支出

差　　引　　額

支 出 計

収入合計額（イ＋ロ）6,939,201－当年度支出合計額（ハ）6,081,584＝次年度繰越金（ニ）837,617

2023（令和5）年度 特別会計決算書

（単位：円）

費　目区分

収入

予算額 摘　要
15,055,026

0

120

15,055,146

0

15,055,146

一般会計より

預金利息他

2025（令和7）年度へ繰越

前年度繰越金

繰 入 金

雑 収 入

収 入 計

支出

差　　引　　額

支 出 計

2024（令和6）年度 特別会計予算書

（単位：円）

2024（令和6）年度 一般会計予算書

収　入　の　部
費　　目 摘　　要予算額

500円×36月×296名（延人数10,656名） 
1000円×279名
総会会費
預金利息

２０２３(令和５)年度現金預貯金残高

費　　目 摘　　要予算額

会 議 費

総 会 費

渉 外 費

通 信 費

旅 費

消 耗 品 費

広 報 活 動 費

慶 弔 謝 恩 費

事 務 手 当

支 部 助 成 金

予 備 費

特 別 会 計

当年度支出合計（ハ）

次年度繰越金（ニ）

支出合計  （ハ）＋（ニ）

会 　 費
入 会 金
総 会 会 費
雑 収 入
繰 入 金

前年度繰越金 （ロ）
当年度収入合計 （イ）

収入合計   （イ）＋（ロ）

支　出　の　部

5,328,000
279,000
500,000

25

6,107,025
837,617

6,944,642

500,000

2,600,000

300,000

350,000

200,000

150,000

200,000

30,000

960,000

200,000

454,642

0

1,000,000

6,944,642

6,944,642

役員会・理事・幹事活動経費
総会経費・新聞広告代・市政だより掲載費・
年次会活動経費　　　　　　　　　　　

母校渉外経費
郵便・電話料・インターネット使用料・
パソコンリース料・会計ソフト更新料

関西支部総会参加旅費

事務用品費・ごみ袋・トイレットペーパー等

クリアファイル

慶弔費

事務局員給料・交通費

関東支部助成金

特別会計へ

母 校 支 援 費

在校生大会出場奨励金
部活助成金
卒業生記念品（コサージュ）
トンネ女子高校交流費
学校広報チラシ等
学校支援金
企業企画発表会

（単位：円）

収　入　の　部
費　　目 摘　　要決算額

500円×10,260名（延人数）
1,000円×296名
総会参加者会費入金分　　　　　　　　　
福銀 231,000円　ゆうちょ 162,000円

預金利息 8/21(11円)  2/19(6円）
特別会計より

2022(令和４)年度現金預金残高

費　　目 摘　　要決算額

会 議 費

総 会 費

渉 外 費

通 信 費

旅 費

消 耗 品 費

広 報 活 動 費

慶 弔 謝 恩 費

事 務 手 当

支 部 助 成 金

予 備 費

特 別 会 計

当年度支出合計（ハ）

次年度繰越金（ニ）

支出合計  （ハ）＋（ニ）

会 　 費
入 会 金
総 会 会 費
雑 収 入
繰 入 金

前年度繰越金 （ロ）
当年度収入合計 （イ）

収入合計   （イ）＋（ロ）

支　出　の　部

5,130,000
296,000
393,000

17
0

5,819,017
1,120,184
6,939,201

2023（令和5）年度 一般会計決算書

役員会・理事・幹事活動経費

総会経費・新聞広告代・年次会活動経費

母校渉外経費・有識者会議交通費
郵便・電話料・インターネット使用料・
パソコンリース料・会計ソフト更新料

関東支部総会

事務用品・ごみ袋・トイレットペーパー等

会報「愛有」発行・発送経費

事務局員給料・交通費

関東・関西支部助成金中止

顧問撮影料・額縁代

特別会計へ

2023(令和５)年度 現金預金残高

母 校 支 援 費

在校生大会出場奨励金　250,000円（1万×25件分）
部活助成金　150,770円（サッカー部ユニフォーム代）
卒業生記念品（コサージュ）176,000円（550円×320個）
トンネ女子高校交流費　50,000円（バス代など）
学校広報チラシ等　172,700円
学科支援金　239,305円
企業企画発表会　9,500円（図書カード500円×19人分）
その他　12,000円

406,539

2,487,033

390,695

377,324

114,738

108,753

226,987

0

902,785

0

26,455

0

1,060,275

6,101,584

837,617

6,939,201

友修会事務局
〒819-0013 福岡市西区愛宕浜3丁目2番2号
福岡市立 福岡女子高等学校セミナーハウス内
TEL／FAX  092（882）1858
常駐日／火・水・木曜日　9時～15時
　◆関東支部・関西支部もあります

住所や名前の変更の際は連絡してください。

友修会専用ホームページを開設
https://yushukai.jp
スマホの方はこちら▶

2024（令和6）年度 活動計画
活動項目 概　　　　要

役員会
理事･幹事会
当番年次会
愛有作成会議
支部総会
入会式

学校行事

月1回
年1回以上
年6回
年6回
1回
1回

随時

行事立案･運営全般
定例会
総会に向けて
35号発行
関西支部
２月

※2025年6月22日 令和7年度 創立100周年記念総会

入学式・卒業式
創立記念日・体育祭・文化祭
課題研究発表会
学校サポーター会議（年3回）他

2023年度
　活動報告・決算報告
2024年度
　活動計画・予算審議

2024年度（令和6年）

友修会総会

2023（令和5）年度 活動報告
活動項目 概　　　　要

役員会
理事･幹事会
当番年次会
愛有作成会議
入会式
生徒会との交流会
支部総会

11回
1回
1回
１0回
1回
－
1回

行事立案･運営全般

33号･34号発行
2月
（中止）
関東支部

学校行事 随時 入学式･卒業式
サポーター会議(2回)ほか

2022年度
　活動報告・決算報告
2023年度
　活動計画・予算審議

2023年度（令和5年）

友修会総会

　愛有特別記念号を作成するなかで、あらためて母校の「苦難の歴史」

にふれることができました。振り返るとこの100年は、戦争や火災による

校舎の移転など幾度となく学校存続の危機がありました。そして厳しい

状況の中、生徒、卒業生、保護者の方々、校長先生や教職員の皆様の

熱い思いと努力によって母校は存続し成長を遂げてきました。このよう

な皆様のたゆまぬ努力と強い絆があったからこそ、私たちはこの節目の

年を迎えることができました。今後もその思いを引き継ぎ、母校の伝統

と精神を大切にしていきたいと思います。皆様に深く感謝申し上げます。

原田真奈代（会計監査）、重冨江梨子（書記）、豊田真優（書記）、
久家りか（書記）、水谷昌子（書記）、水野志津美（書記）、
中牟田智美（会計）、川口好美（会計）、田口隆子（事務局）

後列
左から

江藤淑子（顧問）、藤田弥生（関東支部 支部長）、平野理江（新副会長）、
田中久美子（副会長）、新山鈴子（会長）、北原靖子（新副会長）、
石田敏江（顧問）、太刀川春美（顧問）、天岡多美子（関西支部 支部長）、
板谷直美（関西支部 副支部長）

前列
左から

役員紹介

第 36 号  （2）令和７年（2025年）４月１日発行 　　福岡市立 福岡女子高等学校 友修会会報 「愛有」


